
杭軸径  ( ｍｍ ) 114.3 139.8 165.2 190.7 216.3 267.4

杭軸厚  ( ｍｍ ) 4.5 6.0 4.5 6.6 5.0 7.1 5.3 7.0 4.5 5.8 8.2 12.7 5.8 6.6 8.0 9.3 12.7 15.1 

長期鉛直支持力 (KN) 285 421 342 582 461 741 568 824 510 719 1,132 1,862 874 1,034 1,322 1,601 2,331 2,783 

短期ねじり強さ (KN・m) 17.8 22.7 27.1 38.0 42.4 57.9 60.3 77.5 67.3 85.1 116.4 169.2 132.1 149.0 177.8 203.6 267.5 309.5 

杭軸径  ( ｍｍ ) 457.2 508 558.8

杭軸厚  ( ｍｍ ) 6.4 7.9 9.5 12.7 14.3 16.0 19.0 6.4 7.9 9.5 12.7 16.0 6.4 7.9 9.5 12.7 16.0 

長期鉛直支持力 (KN) 1,639 2,127 2,663 3,782 4,364 5,000 6,161 1,811 2,347 2,935 4,157 5,482 1,984 2,568 3,207 4,532 5,963 

短期ねじり強さ (KN・m) 436.2 533.2 634.4 830.3 925.1 1023.5 1191.4 540.8 661.7 788.1 1033.8 1277.0 656.6 804.0 958.6 1259.5 1558.7 

杭軸径  ( ｍｍ ) 318.5 355.6 406.4

杭軸厚  ( ｍｍ ) 6.0 9.0 10.3 12.7 14.3 6.4 7.9 9.5 11.1 12.7 15.1 16.0 6.4 7.9 9.5 12.7 16.0 19.0 

長期鉛直支持力 (KN) 1,075 1,794 2,123 2,755 3,167 1,294 1,685 2,118 2,567 3,030 3,753 3,989 1,466 1,906 2,391 3,406 4,517 5,463 

短期ねじり強さ (KN・m) 195.6 247.1 322.3 388.5 430.8 260.7 317.8 377.0 434.5 490.4 571.2 600.6 342.9 418.5 497.3 649.2 798.0 926.6 

材料から決まる長期許容鉛直支持力と短期ねじり強さ（STK540）地盤から決まる許容鉛直支持力の算出式地盤から決まる許容鉛直支持力の算出式

材料から決まる許容鉛直支持力の算出式材料から決まる許容鉛直支持力の算出式

杭材の腐食について杭材の腐食について 鋼管杭腐食については、建築分野における通常の場合、鋼管の外側 1mmを
腐食しろとして考慮すればよいとされています。

係力持支端先の杭 ：  α 数 　　砂質地盤（α＝270）粘土質地盤（α＝270）
係力擦摩面周杭るけおに盤地質砂：  β 数（β＝0.7）
数係力擦摩面周杭るけおに盤地質土粘：  γ （γ＝0.3）

の盤地の囲範のwD1に方上、wD1に方下りよ端先の杭礎基：  Ｎ
　　標準貫入試験による打撃回数の平均値（回）
　　（先端：杭本体鋼鉄管部の下端　Dw：拡翼の直径）
　　 ただし、砂質地盤 13≦Ｎ値≦57　　粘土質地盤  9≦Ｎ値≦60
Ap：基礎杭の先端の有効断面積（㎡）
　　 Ap＝π・D2/4＋0.43（π・Dw2/4-π・D2/4）（Ｄ：軸部の杭径）

Ns るよに験試入貫準標の盤地質砂ちうの盤地の囲周の杭礎基：  
　　  打撃回数の平均値（回）　　ただし、10≦Ns≦30
Ls  ：基礎杭の周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計（m）
　　  ただし、有効長さはくい先端から 1Dwの区間を除く
qu 均平の度強縮圧軸一の盤地質土粘ちうの盤地の囲周の杭礎基：  値（kN/㎡）
　　  ただし、50≦qu≦200

合のさ長効有るす接に盤地質土粘ちうの盤地の囲周の杭礎基：  cL 計（m）
　　  ただし、有効長さは杭先端から 1Dwの区間を除く

長効有の囲周の杭礎基：  ψ さ（m）　ψ＝πD

‒

‒

‒

‒
‒

Ra＝    {αNAp＋（βNsLs＋γquLc）ψ}1－

3

‒ ‒ ‒

【記号の説明】

長期に生じる力に対する地盤の許容支持力（KN）

短期（鉛直）許容支持力=2.0×長期（鉛直）許容支持力

短期（鉛直）許容支持力=1.5×長期（鉛直）許容支持力

）NK（力持支直容許期長るまきらか料材杭 ：  aR
F”   ：設計基準強度（N/㎟）         F”＝（0.8＋2.5te/r）Fかつ F”≦ 235  [ 325] 
F  強準基容許の料材杭 ：  度（235N/㎟）[ 325N/㎟ ] 
　　 [ 　 ] 内は STK490
te し食腐：  ろ（外面 1㎜ ）を除いた杭厚（ ㎜ ）   

半の杭 ：     r 径（ ㎜ ） 
Ae  ：腐食しろを除いた杭の断面積（ ㎟）   
α1 ： 継手による低減率（ 0.05 / 1 カ所 ） 
α2 ： 細長比による低減率  L （  / D ＞100 の場合 ,   L（ / D -100） / 100 ） 
 L： 杭長（m）、  D  ： 杭軸経（m）
※α1及びα2は必要に応じて考慮する。

Ra＝ F”/1.5×Ae×（1-α1-α2）
【記号の説明】

鋼材の腐食しろに関する規定
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